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持j:25ヶ月死亡.10ヶ月生存， 311J :2，に 14.15ヶ月で死亡.再発
形式は全併が縦雛及び対綴群発で，鞠援・横縦模・綾駿への欝発iま紫
かヮた.緩溺をターゲヅトとした権後補助諜法が必要であると科i訴事
最近の1例iこ対しては街後CDDP十Gerncitabineによる北学諜法 (2
コース)及び投射線撮it(54Gy)を追加し，税率五輪合後 10ヶ月熊野発
生;与やである.み;議文の格点としては，WJ脅議議族角の議野が良野で，
また腕殻浸潤部も合併切除される為*場巣iこi;1Jり込む危散が少ない.
総麟外科書室泌が減少し出識を軽読できる.死獲が縮小し議総等結後合
議:症のリスクが減少する事があげられる.
